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蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
一
と
と
な
っ
た
。
重
喜
は
家
老
を
排
斥
し
、
条
件
が
整
っ
た
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
改
革
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
柴
野
栗
山
を
招
い
て
藩
儒
と
し
、
文
教
に
も
力
を
入
れ
た
り
し
た
が
、
同
六
年
（
一
七
六
九
）「
国
政
平
な
ら
ず
、
士
民
困
難
」、
す
な
わ
ち
藩
内
を
混
乱
さ
せ
た
と
の
理
由
で
幕
府
か
ら
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
改
革
事
業
は
中
途
に
し
て
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
重
喜
の
あ
と
を
継
承
し
た
嫡
子
治
昭
は
、
政
治
改
革
、
財
政
再
建
を
断
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
隠
居
し
た
重
喜
は
、
徳
島
市
郊
外
の
大
谷
の
地
に
別
邸
を
造
っ
て
住
み
、
贅
沢
な
生
活
に
ふ
け
り
世
に
大
谷
公
と
称
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
富
田
邸
に
引
き
こ
も
り
、
没
し
た
と
さ
れ
る
。
六
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
法
名
は
謙
光
院
殿
貞
道
泰
元
。
徳
島
市
佐
古
の
万
年
山
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
二
、
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
「
宝
暦
の
お
建
て
直
し
」
あ
る
い
は
「
明
和
の
改
革
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
藩
政
改
革
を
推
進
し
た
蜂
須
賀
重
喜
の
筆
に
な
る
「
憎
蒼
蠅
賦
」
を
紹
介
す
る
。
（
題
箋
）
「
憎
蒼
蠅
賦
」
（
朱
文
楕
円
印
「（
印
文
未
読
）」）
蒼
々
蠅
々
、
吾
嗟
尓
之
為
生
、
既
無
蜂

之
毒
尾
、
又
無
蚊
虻
之
利
觜
、
幸
不
為
人
之
畏
、
胡
不
為
人
之
喜
、
尓
形
至
眇
、
尓
欲
易
盈
、
盃
孟
残
瀝
、
碪
（
砧
）
几
餘
腥
、
所
希
杪
（
秒
）
忽
、
過
則
難
勝
、
苦
何
求
而
不
足
、
乃
終
日
而
營
營
、
遂
氣
（
気
）
尋
香
、
無
處
不
到
、
頃
刻
而
集
、
誰
相
告
報
、
其
在
者
也
雖

、
其
為
害
也
至
要
、
若
乃
華
禳
廣
廈
、
珍
簟
方
床
（
牀
）、
炎
風
之
燠
、
夏
日
之
長
、
神
昏
氣
蹙
、
流
汗
成
漿
、
委
四
支
（
肢
）
而
莫
集
（
擧
）、
兩
目
其
茫
洋
、
惟
高
枕
之
一
覺
、
冀
煩
之
（
暫
）
忘
、
念
於
爾
而
何
負
、
乃
於
吾
而
見
殃
、
尋
頭
僕
面
、
入
袖
穿
裳
、
或
集
眉
端
、
或
沿
眼
、
目
欲
瞑
而
復
警
、
臂
已
痺
而
猶
攘
、
於
此
之
時
、
孔
子
何
由
見
周
公
於
彷
彿
（
髣
髴
）、
荘
生
安
得
與
蝴
蝶
而
飛
揚
、
使
徒
（
徒
使
）
蒼
頭
髻
、
巨
扇
揮

、
或
垂
頭
（
頭
垂
）
而
腕
脱
、
或
数
（
毎
立
）
寐
而

僵
、
此
其
為
害
者
一
也
、
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
二
又
如
峻
宇
高
堂
、
嘉
賓
上
客
、
沽
酒
市
脯
、
鋪
筵
設
席
、
聊
娯
一
日
之
餘
閑
、
奈
尓
（
爾
）
衆
多
之
莫
敵
、
或
集
器
皿
、
或
屯
几
格
、
或
醉
醇
酎
、
因
之
歿
溺
、
或
投
熱
羹
、
遂
喪
其
魄
、
諒
雖
死
而
不
悔
、
亦
可
戒
夫
貧
得
、
尤
忌
赤
頭
、
號
為
景
迹
、
一
有
沾
（
霑
）
汗
、
人
皆
不
食
、
奈
何
引
類
呼
朋
、
揺
頭
鼓
翼
、
聚
散
倏
忽
、
往
来
絡

（
繹
）、
方
其
賓
主
献
酬
、
衣
冠
儼
飾
、
使
吾
揮
手
屯
（
頓
）
足
、
改
容
失
色
、
於
此
之
時
、
王
衍
何
暇
於
清
談
、
賈
誼
堪
為
之
太
息
、
此
其
為
害
者
二
也
、
又
如
醯
醢
之
品
、
醤
油
之
制
、
及
時
月
而
収
藏
、
謹
罌
之
固
濟
、
乃
衆
力
而
攻
鑽
、
極
百
端
而
窺
覬
、
至
於
大
肥
牲
、
嘉
肴
（

）
美
味
、
蓋
藏
稍
露
於
罅
隙
、
守
者
或
時
而
假
寐
、
纔
少
（
稍
）
怠
於
防
嚴
、
已
輒
遺
其
種
類
、
莫
不
養
息
蕃
滋
、
淋
漓
敗
壊
、
使
親
朋
卒
至
、
索
尓
以
無
歓
、
臧
獲
懐
憂
、
因
之
而
得
罪
、
此
其
為
害
者
三
也
、
是
皆
大
者
、
餘
悉
難
名
、
嗚
呼
、
止
棘
棘
之
詩
、
垂
之
六
経
、
於
此
見
詩
人
之
博
物
、
比
興
之
為
精
、
宜
乎
以
爾
刺
讒
人
之
亂
國
、
誠
可
疾
而
可
憎
、
公
熈
書
（
白
文
朱
方
印
・
印
文
「
源
章
重
喜
」）（
朱
文
方
印
・
印
文
「
朱
游
思
九
素
園
」）
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
は
、
徳
島
藩
二
十
五
万
七
千
石
の
太
守
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
の
あ
る
書
で
あ
る
。
三
、「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
蜂
須
賀
重
喜
筆
の
「
憎
蒼
蠅
賦
」
を
紹
介
し
た
が
、
賦
と
は
、『
新
小
辞
林
』（
三
省
堂
一
九
五
七
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
詩
の
六
義
の
一
つ
で
感
じ
た
と
こ
ろ
を
あ
り
の
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
三
ま
ま
に
述
べ
る
も
の
、
漢
文
の
文
体
の
一
つ
で
対
句
を
な
し
、
韻
を
ふ
む
も
の
、
賦
に
な
ら
っ
た
俳
文
体
、
で
あ
る
。
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
は
、
重
喜
の
自
作
の
賦
（
詩
の
六
義
の
ひ
と
つ
。
感
じ
た
と
こ
ろ
を
あ
り
の
ま
ま
に
述
べ
る
も
の
）
で
は
な
く
、
中
国
の
北
宋
の
文
人
で
政
治
家
の
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七－
一
〇
七
二
）
作
「
憎
蒼
蠅
賦
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
欧
陽
脩
は
、
宗
代
古
文
を
復
興
し
て
文
壇
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。
死
後
間
も
な
い
頃
か
ら
、
欧
陽
脩
の
全
集
は
木
版
で
印
刷
さ
れ
、
増
補
や
改
定
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
欧
陽
脩
作
の
「
憎
蒼
蠅
賦
」（
蒼
蠅
を
憎
む
の
賦
）
は
、
蠅
が
微
小
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
物
を
害
す
る
こ
と
は
、
小
人
ど
も
が
讒
言
を
も
っ
て
君
主
の
人
格
を
そ
こ
な
い
、
黒
白
正
邪
を
あ
ざ
む
く
の
に
似
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
憎
ん
で
作
っ
た
と
い
う
。
欧
陽
脩
作
の
「
憎
蒼
蠅
賦
」
は
、
中
国
の
歴
代
詩
文
の
名
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
古
文
真
宝
前
後
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
さ
て
、
中
国
詩
文
は
わ
が
国
に
文
芸
や
思
想
、
書
画
工
芸
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
古
く
は
『
万
葉
集
』『
源
氏
物
語
』
か
ら
『
徒
然
草
』『
平
家
物
語
』、
そ
し
て
近
世
で
は
近
松
門
左
衛
門
、
井
原
西
鶴
、
松
尾
芭
蕉
、
近
代
で
は
夏
目
漱
石
、
森
鴎
外
、
芥
川
龍
之
介
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
。
芭
蕉
及
び
蕉
門
と
「
憎
蒼
蠅
賦
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
憎
鳥
之
文
」
は
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
な
ら
っ
て
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。「
烏
文
賦
」
を
「
憎
烏
之
文
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、『
古
文
真
宝
後
集
』
の
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
な
ら
っ
て
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
永
の
三
筆
の
ひ
と
り
と
し
て
著
名
な
本
阿
弥
光
悦
に
紙
本
墨
書
「
憎
蒼
蠅
賦
巻
」（
縦
三
三
・
三
㎝
×
横
八
五
七
・
六
㎝
）
と
い
う
作
品
が
確
認
で
き
る
。
琳
派
作
品
を
数
多
く
収
集
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
黎
明
協
会
研
修
館
が
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
。
下
絵
の
な
い
雲
母
引
き
の
料
紙
に
自
信
に
あ
ふ
れ
た
能
書
家
時
代
の
光
悦
が
筆
を
揮
っ
て
い
る
。
文
字
の
入
り
方
、
墨
継
ぎ
の
確
か
さ
は
光
悦
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
料
紙
の
継
ぎ
目
に
は
、「
紙
師
宗
二
」
の
雲
母
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。
作
者
の
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八－
一
六
三
七
）
は
、
刀
剣
の
鑑
定
、
研
磨
を
家
業
と
し
た
本
阿
弥
光
二
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
洛
北
鷹
峯
に
芸
術
村
を
つ
く
っ
て
い
る
。
光
悦
は
、
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
と
と
も
に
琳
派
の
創
始
者
の
ひ
と
り
と
さ
れ
、
茶
器
、
漆
芸
な
ど
工
芸
品
に
も
見
る
べ
き
作
品
が
多
い
。
近
代
の
小
説
家
で
あ
る
幸
田
露
伴
『
蒲
生
氏
郷
』
で
は
、
伊
達
政
宗
に
対
す
る
片
倉
小
十
郎
の
発
言
と
し
て
「
宋
の
欧
陽
脩
を
し
て
憎
蒼
蠅
賦
の
好
文
字
を
…
」
と
記
し
て
い
る
（
６
）
。
お
わ
り
に
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
は
、
中
国
、
北
宋
の
政
治
家
で
学
者
の
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七－
一
〇
七
二
）
作
の
「
憎
蒼
蠅
賦
」
を
蜂
須
賀
重
喜
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
憎
蒼
蠅
賦
」
は
、
讒
言
す
る
も
の
を
う
る
さ
い
蒼
蠅
に
喩
え
て
批
判
し
た
賦
で
あ
り
、
改
革
政
治
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
重
喜
を
快
く
思
わ
な
い
家
臣
ら
が
周
囲
に
い
た
こ
と
か
ら
、
重
喜
の
心
境
は
ま
さ
に
「
憎
蒼
蠅
賦
」
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
結
局
、
改
革
半
ば
に
し
て
藩
主
の
座
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
三
十
二
年
に
及
ぶ
重
喜
の
隠
居
生
活
に
つ
い
て
再
評
価
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
﹇
註
﹈
（
１
）
笠
谷
和
比
古
氏
『「
主
君
押
込
」
の
構
造－
近
世
大
名
と
家
臣
団
』
平
凡
社
一
九
八
八
年
五
月
、『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
三
年
三
月
、
高
橋
啓
氏
「
宝
暦
期
の
徳
島
藩－
重
喜
の
「
新
法
」
を
め
ぐ
っ
て－
」（『
史
窓
』
九
号
一
九
七
九
年
二
月
）。
の
ち
に
『
近
世
藩
領
社
会
の
展
開
』（
渓
水
社
二
〇
〇
七
年
八
月
）
に
再
録
。
（
２
）
拙
稿
「
文
化
史
の
視
点
か
ら
見
た
蜂
須
賀
重
喜
の
再
評
価
」（『
史
窓
』
二
九
号
徳
島
地
方
史
研
究
会
一
九
九
九
年
二
月
）。
（
３
）『
古
文
真
宝
（
後
集
）』（
明
治
書
院
一
九
六
三
年
七
月
）、
楊
家
駱
編
『
文
学
名
著
三
集
欧
陽
脩
全
集
上
冊
』（
世
界
書
房
中
華
民
国
七
二
年
一
〇
月
）。
参
考
と
し
て
、『
詩
経
』
所
収
の
「

蠅
」（
高
田
眞
治
氏
校
註
『
漢
詩
大
系
第
二
巻
詩
経
下
』
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
四
（
集
英
社
一
九
六
八
年
一
月
）
を
あ
げ
て
お
く
。
欧
陽
脩
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
小
林
義
廣
氏
『
欧
陽
脩
そ
の
生
涯
と
宗
族
』（
創
文
社
二
〇
〇
〇
年
二
月
）、
東
英
寿
氏
『
欧
陽
脩
古
文
研
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
二
年
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。
（
４
）
纓
片
真
王
氏
「「
烏
文
賦
」
私
解：
芭
蕉
と
蕉
門
の
俳
文
を
読
む
」（『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
二
四
号
一
九
九
一
年
三
月
）、
（
５
）
黎
明
協
会
研
修
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
（
６
）
井
上
靖
他
編
『
昭
和
文
学
全
集
四
巻
』（
小
学
館
一
九
八
九
年
三
月
）、『
露
伴
全
集
一
六
巻
史
伝
２
』（
岩
波
書
店
一
九
七
八
年
一
二
月
）。
﹇
付
記
﹈
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
本
学
文
学
部
日
本
文
学
科
講
師
（
中
国
文
学
）
佐
伯
雅
宣
氏
、
同
書
道
文
化
学
科
教
授
森
上
洋
光
氏
に
は
種
々
ご
指
導
・
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
研
究
室
）
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
五
（１）
（３）
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
六
（２）
（４）
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
賦
」
に
つ
い
て
二
〇
七
（５）
（７）
蜂
須
賀
重
喜
筆
「
憎
蒼
蠅
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